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第
二
十
書
紀
に
於
け
る
天
濃
厚

　
　
　
聾
鯨
畝
齢
博
士
ヘ
ク
ク
ー
る
ク
フ
ァ
ー
ン
ン

　
天
文
學
の
話
す
る
限
り
に
於
て
は
第
二
＋
世
紀
は
「
驚
異
に
値
す
る

世
紀
」
の
早
臥
を
自
ら
迅
遽
に
臓
ち
得
つ
・
あ
る
。
他
の
同
じ
長
さ
の

如
何
な
る
時
期
に
於
て
も
、
進
歩
の
割
合
が
此
の
世
紀
の
始
め
以
來
経

過
し
た
二
十
三
年
間
に
於
け
る
群
迅
速
で
あ
っ
た
例
は
な
い
。
此
の
天

文
科
學
の
凡
て
の
分
科
は
率
に
於
て
大
小
は
あ
れ
、
唯
驚
く
ε
云
ふ
よ

り
外
に
示
ひ
表
は
し
方
の
な
い
程
度
に
進
歩
を
な
し
た
。
尊
く
べ
き
速

力
を
以
っ
て
饗
見
は
書
見
に
次
ぎ
露
納
は
、
蹄
納
に
纏
い
だ
。
学
年
以

前
に
は
不
可
能
事
に
属
す
霊
目
さ
れ
た
様
な
諸
研
究
が
見
事
成
就
さ
れ

た
、
十
九
世
紀
の
終
り
に
は
夢
想
だ
も
さ
れ
な
か
っ
た
新
方
法
が
嚢
展

さ
せ
ら
れ
、
適
用
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
総
て
昇
れ
も
二
十
年
間
に
殆
ん

う
ご
十
年
間
は
世
界
が
戦
雫
ε
其
結
果
一
不
安
ε
混
沌
一
頂
占
め
に
苦
し

め
ら
れ
た
に
も
拘
は
ら
す
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
迅
遽
な
進
歩
に

．
於
け
る
種
々
の
要
素
を
考
察
す
る
の
は
幾
分
利
盆
の
あ
る
事
で
あ
る
。

　
轍
、
現
代
は
一
大
相
績
財
産
を
承
け
尊
い
だ
一
計
ち
過
去
二
世
紀
間

の
県
評
せ
ら
れ
た
観
測
的
財
蜜
で
あ
っ
て
、
博
士
ア
ボ
ッ
ト
の
所
謂
「
正

確
な
智
識
の
貴
重
な
貯
藏
、
そ
の
値
は
時
聞
も
殿
損
す
る
能
は
す
、
ロ
バ

山
金
を
暦
善
し
得
る
の
み
」
な
る
も
の
で
あ
る
。
時
の
経
過
が
大
い
に

（
嚇
○
）

な
れ
ば
な
る
程
過
去
の
時
代
の
天
文
撃
茎
の
な
し
た
開
拓
的
襯
測
が
彌

々
貴
重
、
こ
な
っ
て
來
る
。
例
へ
ば
近
世
紀
の
實
地
天
文
學
は
圭
－
こ
し
て

ブ
ラ
ド
レ
ー
の
永
久
的
事
業
i
光
度
強
き
星
の
位
置
決
定
i
に
墓
礎
づ

け
ら
れ
て
る
る
。
此
の
仕
事
は
ベ
ッ
セ
ル
に
よ
り
改
正
せ
ら
れ
、
再
び

叉
ア
ゥ
エ
ル
ス
に
由
っ
て
改
訂
せ
ら
れ
て
、
恒
星
固
有
蓮
動
及
び
星
流

に
恕
す
る
我
等
の
有
す
る
智
識
の
基
礎
で
あ
り
、
且
つ
キ
ヤ
プ
タ
」
ン
、

エ
デ
ィ
ン
ト
ン
、
ダ
ィ
ソ
ン
、
シ
ユ
ワ
ル
ツ
シ
ヤ
イ
ド
及
他
の
人
々
が
今

世
紀
の
開
始
必
來
研
究
せ
し
統
計
的
研
究
ω
成
功
に
慣
し
鋏
ぐ
べ
か
ら

ざ
る
要
素
で
あ
っ
た
。
鰐
足
の
観
察
を
他
の
大
組
織
的
の
事
業
な
る
過

去
百
年
間
に
脂
鰭
さ
れ
た
ハ
ー
シ
ェ
ル
父
子
の
星
辰
計
量
及
星
雲
検
査

ア
ル
グ
ラ
ン
デ
ル
及
び
シ
エ
ー
ン
フ
エ
ル
ド
の
星
表
、
ギ
ル
の
創
始
せ

し
最
近
の
爲
眞
星
表
、
キ
ヤ
プ
タ
イ
ン
の
撰
繋
累
域
の
計
書
及
び
セ
ツ

キ
、
フ
ォ
ー
グ
ル
及
び
ピ
ケ
リ
ン
グ
の
開
拓
的
ス
ペ
ク
ト
ル
研
究
等
に

適
用
し
得
る
。
現
在
は
過
去
に
封
ず
る
貴
重
な
再
説
の
下
に
あ
り
、
且

つ
其
員
債
は
年
々
増
加
す
る
。
今
口
の
天
文
學
者
は
過
去
二
世
紀
間
の

勤
勉
な
る
勢
働
の
生
果
を
大
量
に
牧
穫
し
つ
Σ
あ
る
。

　
二
、
近
世
天
丈
學
の
迅
遽
な
進
歩
に
於
け
る
第
二
の
要
素
は
前
世
紀

の
終
「
期
に
望
淫
蕩
の
廓
大
力
が
著
し
く
襲
達
し
た
事
で
あ
る
。
第
十
九

世
紀
の
中
葉
に
於
て
、
ロ
ツ
ス
卿
の
互
大
な
反
射
鏡
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
パ
ル
ソ
ン
タ
ウ
ン
に
建
設
せ
ら
れ
て
以
來
立
撃
鏡
の
樗
蒲
に
は
一
段
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落
が
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
十
九
世
紀
の
七
十
六
年
よ
り
世
紀
末
に
至

る
期
間
の
始
め
頃
屈
折
鏡
の
建
設
に
一
大
進
歩
が
な
さ
れ
た
。
一
八
九

三
年
ワ
シ
ン
ト
ン
の
海
軍
天
文
皇
に
於
て
二
六
吋
の
大
屈
折
鏡
が
建
造

せ
ら
れ
・
＃
、
一
八
八
四
年
に
は
類
似
の
三
〇
吋
口
径
の
器
械
が
ロ
シ
ヤ

の
プ
ル
コ
ワ
に
あ
る
筆
立
天
文
台
の
憾
め
に
建
設
さ
れ
た
。
然
し
該
器

械
も
其
の
優
越
を
長
く
捲
耀
し
得
な
か
っ
た
。
詣
れ
は
四
年
後
に
形
の

貼
に
於
て
リ
ッ
ク
三
六
吋
屈
折
鏡
に
追
載
一
さ
れ
、
こ
れ
は
↓
久
順
に
一
八

九
七
年
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
ペ
ー
の
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文

台
に
建
設
さ
れ
た
四
〇
吋
に
打
ち
勝
た
れ
た
。
反
射
望
蓮
鏡
も
亦
同
期

聞
中
に
重
大
な
進
歩
を
燧
け
た
。
ロ
ッ
ス
卿
の
七
沢
鏡
は
多
年
形
か
ら

云
へ
ば
比
敵
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
比
較
的
よ
り
悪
子
な
外
の
器

械
、
例
へ
ば
ア
ー
リ
ン
グ
五
迷
謬
一
型
鏡
や
三
吹
ク
ロ
ス
レ
ー
反
射
鏡
（
最

後
に
リ
ッ
ク
天
文
台
へ
寄
附
せ
ら
れ
た
）
の
如
き
も
の
が
多
く
の
貴
重

な
仕
事
を
成
就
し
た
Q
終
り
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
台
は
世
界
に
於
け

る
最
大
の
反
射
鏡
を
二
個
有
す
る
、
一
つ
は
六
〇
吋
鏡
で
、
謂
れ
を
以

っ
て
驚
く
べ
き
結
果
が
獲
得
せ
ら
れ
た
、
他
は
最
近
に
造
ら
れ
た
直
径

一
〇
〇
吋
の
鏡
で
世
界
中
の
凡
て
の
器
械
中
最
大
の
集
光
力
を
有
し
て

み
る
。
七
二
吋
の
大
反
射
鏡
が
叉
カ
ナ
ダ
領
の
英
領
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
あ

る
天
禮
物
理
…
學
天
文
台
に
建
設
せ
ら
れ
た
。
凡
て
の
世
界
中
の
重
要
天

文
台
は
第
十
九
世
紀
の
終
期
迄
に
は
完
全
に
修
補
さ
れ
た
。
實
地
天
文

學
の
目
的
の
み
で
建
設
さ
れ
た
グ
リ
ニ
チ
天
文
台
で
す
ら
天
底
物
理
學

的
性
質
の
事
業
を
計
量
す
る
爲
め
に
鑛
諭
せ
ら
れ
た
。
’
分
光
器
は
能
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ペ
ク
ト
ロ
ス
コ
ユ
プ
　
　
　
　
　
　
グ
ソ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
リ
ッ
ト

議
て
莫
大
塔
加
せ
ら
れ
た
。
隙
間
分
光
器
の
言
明
・
、
格

子
を
普
通
の
プ
リ
ズ
ム
に
代
用
す
る
の
工
夫
－
こ
は
光
線
の
運
動
の
測
量

に
到
達
せ
ら
れ
た
精
確
さ
、
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
與
っ
て
カ
が
あ
っ

た
Q
同
じ
く
重
要
な
る
は
…
八
九
「
年
ア
メ
リ
カ
の
へ
；
ル
、
フ
ラ
ン

ス
の
デ
ラ
ン
ダ
ー
が
銘
々
猫
立
に
饗
明
し
た
分
光
太
陽
爲
三
儀
で
、

そ
れ
を
使
へ
ば
天
芝
を
箪
色
光
で
爲
眞
に
撮
り
得
る
。
此
の
廷
臣
が
太

陽
研
究
上
に
於
て
有
す
る
璽
要
さ
は
詐
慣
し
過
ぎ
る
事
が
な
い
程
貴

い
。
然
し
望
遠
鏡
及
び
分
光
器
の
進
歩
に
優
っ
て
恐
ら
く
重
大
な
事
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
メ
ラ

天
罷
に
直
属
術
を
適
用
し
來
つ
た
事
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
迄
は
暗
函

は
天
文
墨
者
に
S
つ
て
割
り
有
敏
な
も
の
で
な
か
っ
た
が
、
其
年
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
セ
ス

て
ハ
ツ
ギ
ン
ス
に
由
っ
て
乾
板
経
過
が
鏑
用
さ
れ
た
。
或
る
有
名
な
る

天
文
學
者
が
そ
れ
を
自
ら
の
意
見
唱
こ
し
て
ヂ
エ
ラ
チ
ン
乾
板
は
「
天
文

學
が
望
遠
鏡
の
雪
明
以
來
供
給
せ
ら
れ
た
最
も
重
大
な
新
武
器
」
で
あ

る
ミ
述
べ
た
が
、
其
の
語
は
全
禮
ε
し
て
殆
さ
誇
大
の
言
ε
は
云
へ
な

い
。
乾
板
縄
過
は
幾
億
の
太
陽
を
記
し
た
り
、
微
光
星
や
星
雲
の
無
嶽

を
撮
影
し
た
り
、
叉
星
辰
ス
ペ
ク
ト
ル
の
爲
眞
研
究
に
要
す
る
長
時
間

曝
露
を
可
能
な
ら
し
め
た
。

　
三
、
第
十
九
世
紀
末
の
器
械
力
に
於
け
る
大
匠
展
は
右
で
よ
い
。
然

（
「
鱒
）
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し
器
械
よ
り
も
更
に
重
大
な
事
は
静
稗
な
室
氣
ミ
大
き
な
器
械
の
使
用

の
た
め
の
好
適
な
塞
誌
面
態
－
こ
が
重
大
な
事
を
認
め
た
鮎
に
あ
る
。
第

十
九
世
紀
の
後
宇
期
に
診
て
，
レ
ン
ズ
や
鏡
の
形
及
び
集
光
力
が
増
大

す
れ
ば
普
題
歌
態
に
於
け
る
相
賊
子
の
奴
用
は
減
少
す
る
ε
云
ふ
事
實

が
明
瞭
に
な
っ
た
。
諸
大
撃
ε
普
通
に
豊
平
の
あ
る
天
平
観
測
所
が
一

般
的
に
人
口
の
大
密
集
地
の
内
外
に
設
立
せ
ら
れ
て
來
た
。
奮
天
文
學

或
は
基
礎
天
文
學
に
這
っ
て
は
此
の
事
實
は
毘
較
的
野
り
重
大
な
事
で

は
な
か
っ
た
が
、
其
の
目
的
が
精
細
な
逸
し
易
い
遊
星
的
詳
細
の
探
索

、
又
は
微
星
野
に
星
雲
の
嚢
見
及
び
研
究
な
る
時
は
比
量
倉
町
題
は
忽
ち

最
高
の
重
み
を
な
す
に
至
る
。
實
際
。
凡
て
の
愚
論
を
含
ん
だ
り
、
叉

は
風
鈴
の
あ
る
或
は
誠
に
攣
化
し
易
い
氣
候
は
大
き
な
器
械
の
使
用
の

た
め
に
は
不
適
當
な
も
の
で
あ
る
。
ロ
ヅ
ス
卿
の
大
反
射
鏡
が
一
八
四

五
年
に
建
設
せ
ら
れ
て
直
ぐ
後
に
、
そ
の
位
置
が
か
の
大
き
な
鏡
く
」
大

駆
光
力
か
ら
生
じ
る
利
猛
を
大
い
に
殺
ぐ
事
か
明
白
に
な
っ
た
。
ロ
ソ

ス
卿
自
ら
が
最
初
に
か
の
偉
大
な
器
械
の
比
較
的
の
失
敗
を
實
卜
し
て

み
た
、
而
し
て
西
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
て
千
九
百
七
十
年
及
八
十
年
代

に
於
て
建
造
せ
ら
れ
た
大
屈
折
鏡
は
同
筆
に
艦
齢
に
そ
ふ
べ
く
或
程
度

失
敗
し
た
。
大
望
湛
鏡
の
成
功
は
大
部
分
其
の
位
置
に
依
頼
す
る
も
の

な
る
事
が
明
白
ε
な
っ
た
。
然
し
非
常
に
不
思
議
な
事
に
は
文
明
の
煙

霧
ミ
閃
光
－
し
を
遇
か
離
れ
て
設
立
さ
れ
た
最
初
の
天
文
台
は
そ
の
敷
地

（
＝
一
）

を
圭
ε
し
て
偶
考
選
事
情
に
よ
っ
て
得
た
の
で
あ
る
。
叫
八
七
四
年

に
ぜ
ー
ム
ス
・
リ
ジ
ク
ご
云
ふ
加
州
の
風
過
り
の
大
愚
豪
が
彼
の
全
財

産
を
黎
け
て
管
理
委
員
に
托
し
、
一
定
の
目
的
、
就
中
世
界
最
大
の
望

遽
鏡
の
建
造
を
な
さ
し
め
る
ミ
の
事
を
公
表
し
た
。
故
教
授
シ
モ
ン
・
ニ

ュ
ー
カ
ム
は
リ
ッ
ク
委
員
會
ε
深
い
關
係
を
有
し
、
顧
問
資
格
を
以
っ

て
彼
等
委
員
の
奨
め
に
働
か
れ
た
が
、
其
の
話
に
「
リ
ッ
ク
氏
の
原
案

は
天
丈
台
を
タ
ー
ボ
エ
湖
眸
に
建
て
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
其
の
後
段
々

彼
は
此
の
敷
地
が
嫌
ひ
ミ
な
っ
て
、
其
の
死
の
直
ぐ
前
に
は
、
そ
れ
を
ハ

ミ
ル
ト
ン
山
に
置
く
ε
云
ふ
雌
備
的
手
．
筈
を
し
て
居
た
」
一
八
七
九
年

準
備
が
非
常
に
進
歩
し
九
の
で
、
曹
ち
ら
が
實
際
好
適
な
位
置
で
あ
る

か
を
決
定
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
ニ
ュ
ー
カ
ム
の
記
録
す
る
所
に

よ
れ
ば
彼
は
其
敷
、
地
に
つ
い
て
は
重
要
な
疑
問
を
抱
い
た
、
然
し
世
か

ら
承
認
せ
ら
れ
た
熟
練
の
槻
測
者
を
し
て
大
氣
の
状
態
を
試
験
さ
せ
る

必
要
が
あ
．
る
ざ
推
奨
し
た
ミ
。
二
重
星
の
翻
測
で
有
名
な
シ
カ
ゴ
の
バ

ー
ナ
ム
が
其
結
果
、
こ
し
て
選
ば
れ
て
同
山
上
に
数
ヶ
月
の
日
子
を
費
す

事
－
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
報
告
に
由
れ
ば
、
か
の
風
攣
り
の
金
満
家

は
天
文
學
的
観
測
の
要
求
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
に
も
拘
は
ら
す
、
適

々
大
望
遠
鏡
の
た
め
の
世
界
に
於
け
る
最
美
の
敷
地
の
一
つ
を
選
揮
し

た
。
從
っ
て
～
八
八
八
年
に
リ
ッ
ク
天
丈
台
が
開
始
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
唱
し

共
に
天
文
學
史
の
紀
念
す
べ
き
U
章
か
始
ま
っ
た
。
同
天
文
台
の
仕
事
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は
主
ε
し
て
そ
の
凡
て
の
分
科
に
於
け
る
無
地
観
測
的
天
文
學
一
撃
蓬

鏡
、
分
光
器
及
び
爲
眞
器
に
由
る
事
實
の
集
蒐
一
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ナ
ム

及
び
バ
ー
ナ
ー
ド
i
爾
入
－
こ
も
後
に
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
肇
へ
移
っ
た

；
一
の
如
き
面
々
の
手
に
用
ゐ
ら
れ
て
三
六
吋
の
大
屈
折
鏡
は
注
意
す

べ
き
結
果
を
成
し
就
け
た
、
鳳
方
キ
ー
ラ
ー
の
窟
善
書
の
事
業
及
び
キ

ヤ
ン
ベ
ル
の
分
光
器
探
索
i
共
に
今
倫
膿
委
す
る
一
は
充
分
豫
期
に
協

ふ
た
の
で
あ
る
。
籔
年
間
内
に
天
文
盗
の
位
置
に
基
因
す
る
本
部
の
不

便
ε
不
自
由
ご
は
非
常
に
青
立
的
に
有
利
な
事
に
由
っ
て
償
ひ
得
て
餓

あ
る
事
が
明
白
ε
な
っ
た
。

　
数
年
後
に
削
っ
の
山
上
敷
地
が
ハ
ー
ブ
ァ
ド
大
鰐
の
南
部
観
測
所
の

爲
め
に
愼
重
に
選
適
せ
ら
れ
た
。
教
授
建
・
C
ピ
ク
リ
ン
グ
は
氣
候
的

献
詠
を
研
究
す
る
の
必
要
を
感
じ
た
。
從
っ
て
其
の
兄
弟
教
授
W
・
H
ピ

ク
リ
ン
グ
は
コ
ロ
ラ
ド
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
や
及
び
ペ
ル
ー
に
於
け
る
多

く
の
實
験
を
な
し
た
後
に
ペ
ル
ー
國
の
ア
ン
デ
ス
の
山
腹
海
士
八
千
駅

の
ア
’
レ
キ
パ
に
一
敷
地
を
決
定
し
た
。
室
氣
の
不
動
及
び
透
明
－
そ
れ

に
よ
っ
て
肉
眼
で
十
唱
筒
の
ブ
レ
ヤ
デ
ス
を
認
め
得
し
め
る
一
氣
温
の

均
N
及
び
降
雨
の
僅
少
な
事
は
同
じ
く
相
共
に
該
敷
地
を
理
想
的
、
こ
な

ら
し
め
る
。
一
八
九
ご
年
に
同
天
文
皇
は
建
設
さ
れ
、
一
三
吋
反
射
鏡

を
一
箇
備
へ
付
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
場
っ
て
南
天
に
封
ず
る
貴
重
な

仕
事
が
澤
山
に
な
さ
れ
た
。
教
授
ピ
ケ
リ
ン
グ
が
か
・
る
氣
候
の
有
利

な
事
は
望
逡
鏡
の
口
径
を
二
倍
す
る
に
等
し
い
回
し
決
辛
し
允
の
も
宜
な

る
か
な
D

　
此
の
山
上
の
観
測
所
が
建
設
せ
ら
る
・
頃
故
教
授
パ
ー
シ
バ
ル
・
ロ

ー
エ
ル
が
諸
遊
星
殊
に
火
星
の
物
理
學
的
献
態
を
研
究
す
る
を
目
的
ミ

す
る
「
天
文
嚢
を
起
さ
う
ε
決
心
し
た
。
ロ
ー
エ
ル
は
以
前
只
ぼ
ん
や

り
ミ
了
解
さ
れ
て
み
た
事
を
次
の
如
き
彼
自
身
の
言
葉
を
以
っ
て
眞
實

ミ
し
て
現
は
し
た
「
李
静
な
大
氣
は
遊
星
の
詳
細
を
研
究
す
る
に
は
訣

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
、
器
械
の
大
さ
の
如
き
は
眞
に
二
次
的
の
事
柄

で
あ
る
室
氣
の
不
良
な
所
に
あ
る
大
き
な
器
械
は
良
好
な
塞
百
中
に
あ

る
よ
り
小
さ
い
器
械
が
示
め
す
事
を
も
示
し
出
さ
な
い
で
あ
ら
う
。
燧

に
は
認
め
ら
れ
ろ
べ
き
も
此
の
事
が
承
認
さ
る
れ
ば
、
天
文
憂
は
そ
れ

が
外
か
ら
見
ら
れ
る
ミ
云
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
そ
れ
が
見
る
所
の
場
所
に

建
設
す
る
の
が
風
習
ミ
な
る
で
あ
ら
う
」
其
敷
地
を
決
定
す
ゐ
迄
に
ロ

ー
エ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
及
び
ア
ル
ゼ
リ
ア
並
に
ア
メ
リ
カ
の
相
州
を
歴
訪

し
て
室
氣
の
欺
態
を
比
較
研
究
し
た
。
高
原
は
山
上
よ
り
も
蓬
か
に
理

想
的
な
位
置
で
あ
る
事
を
信
じ
て
山
上
の
附
近
に
は
室
氣
の
渦
巻
流
が

存
在
す
る
儒
に
ロ
ー
エ
ル
は
逡
に
北
部
ア
リ
ゾ
ナ
の
高
原
、
七
三
一
〇

吠
の
高
さ
に
あ
る
ブ
ラ
グ
ス
タ
フ
に
其
敷
地
を
決
定
し
た
。
ロ
ー
エ
ル

天
文
皇
に
は
始
め
は
一
八
吋
屈
折
鏡
が
備
え
つ
け
ら
れ
た
が
、
後
に
二

四
吋
屈
折
鏡
及
び
四
〇
吋
反
射
鏡
か
加
え
ら
れ
た
。
ロ
ー
エ
ル
が
敷
地

（
一
三
）
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あ
か

を
岳
麓
す
る
に
周
到
な
注
意
を
経
つ
た
事
は
普
通
蹴
上
に
正
し
く
」
澄
し

せ
ら
れ
た
。
遊
星
天
丈
學
の
全
割
園
は
フ
ラ
グ
ス
タ
フ
で
遽
ぴ
ら
れ
た

探
求
に
由
り
豊
冨
に
さ
れ
た
。
叉
後
に
同
天
文
毫
の
事
業
の
親
鍵
は
遊

星
及
び
恒
星
の
分
光
術
及
び
微
光
星
雲
の
爲
眞
的
及
び
分
光
器
的
研
究

1
そ
れ
に
は
大
氣
の
透
明
ε
乾
燥
－
こ
が
必
要
歌
件
で
あ
る
一
の
包
括
せ

ら
る
、
に
至
っ
て
席
張
せ
ら
れ
た
。

　
此
の
新
世
紀
の
初
頭
に
他
の
一
つ
の
大
天
文
皇
が
特
選
の
敷
地
に
建

蜘
画
せ
ρ
り
れ
た
。
　
一
L
兀
〇
一
一
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
一
大
幽
服
物
禰
理
躍
子
天
文
時
竃
巨
筑
ラ

ン
グ
レ
ー
が
カ
ー
ネ
ギ
ー
學
會
に
宛
て
、
太
陽
の
輻
射
貼
を
測
定
す
る

目
的
で
非
常
に
高
い
高
度
の
所
に
一
天
文
皇
を
建
設
す
る
事
を
唱
導
す

る
通
知
を
迭
つ
た
。
從
っ
て
一
つ
の
諮
問
委
員
會
が
任
命
せ
ら
れ
そ
れ

が
一
致
し
て
南
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
パ
サ
デ
ナ
市
附
近
の
ウ
ィ
ル
ソ

ン
山
を
推
奨
し
た
。
教
授
へ
ー
ル
は
當
時
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
毫
長
に
し

て
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
氣
数
的
歌
心
を
徹
底
的
に
論
じ
て
後
「
ウ

ィ
ル
ソ
ン
山
は
太
陽
観
測
所
ミ
し
て
の
敷
堀
の
必
要
條
件
に
非
常
に
薯

し
い
程
度
に
適
合
し
て
み
る
一
i
若
し
其
慮
に
大
規
模
の
太
陽
観
測
所

が
建
設
せ
ら
る
れ
ば
、
其
塵
よ
り
劣
る
好
適
歌
態
に
於
て
得
・
事
が
出

來
な
い
多
く
の
重
大
な
結
果
を
生
じ
る
事
は
期
し
て
待
つ
べ
き
で
あ

る
」
ε
。
同
天
文
毫
は
一
九
〇
五
年
に
教
授
へ
ー
ル
の
監
督
の
下
に
活
動

し
始
め
た
が
、
其
の
主
要
目
的
は
同
義
長
の
言
を
以
っ
て
せ
ば
「
新
式

（
一
四
）

の
器
械
ミ
研
究
の
方
法
書
を
星
辰
進
化
の
問
題
の
物
理
墨
的
要
素
の
研

究
に
適
用
す
る
に
あ
る
。
太
陽
が
地
球
に
充
分
近
く
し
て
そ
の
現
象
を

詳
細
に
研
究
せ
し
め
る
に
足
る
唯
一
の
恒
星
で
あ
る
故
に
特
別
の
注
意

を
太
陽
物
理
學
の
覚
め
に
捧
ぴ
ら
る
、
で
あ
ら
う
し
ご
。
局
天
文
墓
は
現

在
各
々
六
〇
追
及
「
O
O
吋
の
鏡
を
有
す
る
二
箇
の
偉
大
な
反
射
鏡
を

所
有
し
て
み
る
、
そ
し
て
是
等
を
以
っ
て
最
大
の
償
値
あ
る
仕
事
が
爲

さ
れ
つ
Σ
あ
る
。
「
太
陽
観
測
所
報
告
」
．
O
o
三
叫
び
象
。
島
守
。
日
夢
①
o
っ
。
＝

○
び
ω
Φ
慧
無
。
曵
．
の
長
い
迩
次
出
版
は
へ
ー
ル
。
ア
ダ
ム
ス
、
シ
ー
レ
ス
、

ピ
ー
ス
及
び
シ
ヤ
プ
レ
ー
の
如
き
人
々
の
研
究
の
記
録
及
び
天
文
學
史

上
最
も
重
大
な
爆
撃
の
氷
る
も
の
ぐ
」
し
て
伍
せ
し
め
ね
は
な
ら
ぬ
嚢
表

，
こ
を
包
含
し
て
み
る
。

　
四
，
此
の
第
三
の
要
素
ぐ
」
密
接
に
聯
結
し
て
み
る
の
は
第
四
一
讃
天

文
肇
の
仕
事
の
分
化
で
あ
っ
た
。
よ
り
奮
い
制
度
は
必
要
上
、
實
地
天

文
學
に
當
て
ら
れ
、
而
も
其
の
時
勢
に
件
ふ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
爲

め
多
少
其
の
4
事
が
包
含
的
で
あ
る
。
然
し
よ
り
新
し
い
天
文
壼
は
特

別
目
的
の
爲
め
に
建
設
さ
れ
來
つ
た
。
ロ
ー
エ
ル
及
び
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山

設
立
の
目
的
に
つ
い
て
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
他
の
多
く
の
所
を
引

照
す
る
事
が
出
去
る
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
数
多
の

「
天
禮
物
理
學
」
天
文
肇
の
如
き
は
其
塵
で
實
行
し
得
る
埋
け
深
く
特
別

の
方
面
の
探
索
が
行
は
れ
て
る
る
Q
此
の
分
化
は
天
文
墨
が
實
際
上
澤
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由
の
分
科
々
學
に
野
分
さ
る
・
の
結
果
ミ
な
っ
た
が
そ
れ
は
其
の
結
果

　
　
　
　
　
　
あ
か

に
よ
っ
て
正
し
霊
爵
し
せ
ら
れ
て
來
た
。

　
五
、
爾
近
年
の
進
歩
に
於
け
る
も
輔
つ
の
要
素
を
墾
け
ね
ば
な
ら

ぬ
1
各
國
の
天
文
學
塁
間
に
於
け
る
協
同
が
早
れ
で
あ
る
。
百
年
以
前

に
は
ー
ゴ
タ
に
於
け
る
フ
ォ
ン
・
ザ
ッ
ク
の
統
轄
の
下
に
小
遊
星
の
捜

索
の
爲
め
に
會
合
し
た
毒
害
天
文
耳
翼
の
愚
直
な
る
孤
猫
の
日
量
を
除

け
ば
i
天
文
學
者
は
相
互
に
蔓
立
的
に
働
い
て
居
っ
た
。
天
文
學
に
於

け
る
最
初
ω
同
列
の
腰
輿
事
業
は
一
八
七
五
年
撮
逸
の
天
文
學
會
b
g

蚕
δ
巨
。
，
。
冨
Ω
⑦
・
・
亀
・
，
9
節
津
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
一
星

の
位
置
の
徹
底
的
決
定
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ
の
十
三

箇
ω
天
文
墓
分
が
駕
し
江
。
然
し
な
が
ら
最
初
の
萬
國
壁
書
策
を
大
規

模
に
始
め
た
所
の
名
族
は
故
デ
ー
ビ
ッ
ド
。
ギ
ル
卿
に
摂
す
る
の
で
あ

る
。
一
八
八
二
年
の
大
彗
星
の
一
爲
眞
上
に
誉
め
さ
れ
た
恒
星
の
数
に

感
動
せ
ら
れ
て
ギ
ル
は
ア
ル
グ
ラ
ン
デ
ル
及
び
シ
エ
ー
ン
フ
エ
ル
ド
の

星
表
を
籏
大
し
て
南
孚
球
に
及
ぼ
す
ミ
云
ふ
考
を
起
し
た
。
之
れ
は
更

に
大
き
な
計
理
一
全
天
の
爲
眞
星
表
を
作
り
、
撒
百
萬
の
星
を
含
む
表

で
補
は
う
ざ
云
一
に
導
い
た
。
從
っ
て
一
八
八
六
年
の
六
月
四
日
ギ
ル

は
迅
遽
に
實
現
せ
ら
れ
た
観
念
な
る
萬
國
七
彩
を
提
議
し
た
。
一
八
八
・

七
年
の
四
月
に
十
七
箇
國
の
五
十
六
人
の
代
表
者
が
パ
リ
に
集
ま
っ
て

か
の
事
業
を
前
進
せ
し
め
よ
う
ご
決
議
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
十
八
の

世
界
中
の
別
個
の
天
文
皇
に
割
當
て
ら
れ
、
そ
れ
以
來
實
際
に
逡
行
せ

ら
れ
つ
、
あ
る
。

　
一
九
〇
四
年
に
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
に
於
い
て
開
催
せ
ら
れ
た
萬
國
科

學
研
究
會
に
黒
垂
か
ら
列
製
し
た
多
数
の
天
文
學
者
が
太
陽
研
究
に
關

し
て
國
際
委
員
會
を
組
織
す
る
決
議
を
な
し
た
。
一
九
〇
五
年
に
此
の

委
員
會
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
會
合
し
て
太
陽
研
究
の
共
同
に
帯
し

て
壁
際
聯
合
を
組
織
し
た
、
そ
し
て
其
の
後
非
常
に
重
大
な
意
義
の
あ

る
定
時
の
訳
合
を
開
催
し
た
。
勿
論
此
の
國
際
的
製
剤
事
業
は
か
の
世

界
職
雫
の
災
難
の
詠
め
に
中
断
さ
れ
は
し
た
も
の
Σ
或
る
程
度
迄
は
再

び
恢
復
せ
ら
れ
た
。
此
の
太
陽
研
究
の
聯
合
は
今
は
よ
り
廣
大
な
天
文

學
聯
合
に
併
呑
さ
れ
て
る
る
。
そ
し
て
再
び
素
餐
の
天
文
曲
者
達
が
包

含
さ
る
れ
ば
、
國
際
的
の
共
同
作
業
は
前
世
紀
仁
於
い
て
夢
想
だ
も
さ

、
れ
な
か
っ
た
程
に
完
全
且
つ
有
数
…
に
達
成
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
一
方
非
職
業
的
天
文
學
者
（
5
。
〒
℃
δ
門
Φ
隆
・
邑
国
脊
。
琴
目
①
「
ω
）
の
種
事

も
英
國
天
文
総
計
（
じ
d
目
詳
一
ω
犀
　
b
o
n
浄
同
O
冨
O
ヨ
｛
0
9
｝
一
　
弄
り
n
ロ
謄
O
O
凶
P
仲
陣
O
じ
）
の
如
き
各
棟
の

観
測
部
に
分
れ
た
會
や
、
米
國
攣
光
星
観
測
者
協
會
（
〉
ヨ
．
目
一
。
、
昌
〉
、
・
。
。
。
7

鑑
§
9
＜
碧
雲
】
①
ω
薯
○
賜
鋒
く
霧
略
し
て
鋭
｝
タ
9
0
・
）
の
如
き
會

に
由
っ
て
共
同
的
に
行
は
れ
て
る
る
。
而
し
て
敏
授
W
・
H
ピ
ケ
リ
ン
プ

に
由
っ
て
創
立
せ
ら
れ
た
火
星
共
同
槻
測
者
會
（
諺
切
硫
。
。
無
。
傷
○
訊
．
零
。
民
。

鑑
竃
藷
は
職
業
的
天
文
學
着
ミ
素
望
天
文
墨
者
ミ
の
仕
事
を
結
合
七

（
一
荘
）
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て
る
る
。
此
の
共
同
作
業
の
｝
結
果
ご
し
て
現
今
で
は
過
去
に
於
け
る

よ
り
も
散
漫
な
叉
は
牧
穫
の
な
い
仕
事
が
殊
に
非
職
業
的
天
文
學
者
に

由
っ
て
旧
事
さ
れ
る
機
會
が
非
常
に
減
少
さ
れ
九
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
過
去
の
観
測
の
彌
．
増
す
慣
値
、
望
遽
鏡
の
増
大
及
び
そ

れ
一
こ
共
に
分
光
器
的
、
露
眞
的
能
力
の
増
大
、
良
好
な
氣
期
中
に
天
丈

毫
を
位
置
せ
し
め
る
言
及
び
仕
事
の
分
化
並
に
共
同
等
の
結
果
こ
し

て
、
第
二
十
世
紀
は
天
文
學
的
巨
根
に
於
て
曾
て
爲
さ
れ
た
最
も
著
し

い
進
歩
の
幾
分
を
既
魔
睡
は
し
て
み
る
。
（
っ
ダ
く
）

　
　
　
　
　
天
丈
雑
話
二
ご
責
（
三
七
二
）
よ
“
の
績
き

そ
し
て
地
球
の
周
園
な
一
公
韓
す
ろ
の
ミ
、
「
白
軍
す
る
の
ビ
同
時
間
継
要
し
、

地
球
ぜ
月
ぜ
太
陽
ご
の
三
者
の
位
置
關
係
が
常
に
異
っ
て
居
る
か
ら
、
地
球
か

ち
月
の
輝
け
る
全
贈
な
見
る
ε
き
が
漏
月
で
、
月
の
見
え
な
い
時
が
朔
、
牛
月

の
時
奄
上
弦
、
下
弦
定
い
ひ
三
日
月
形
の
時
や
、
轡
月
の
時
だ
生
す
ろ
の
で
あ

る
。
遊
星
に
於
て
も
同
様
で
金
星
、
．
水
星
は
地
球
の
内
側
で
太
陽
の
霊
園
か
廻

っ
て
居
る
か
ら
太
陽
に
照
さ
れ
て
居
ろ
。
全
農
が
見
え
る
時
に
最
も
遠
炉
時
で
、

反
っ
て
三
日
月
形
の
方
が
近
い
工
め
に
よ
く
輝
い
て
見
え
、
外
側
に
め
る
遊
星

が
月
で
い
ふ
浦
月
の
位
置
に
來
ろ
時
た
衝
定
い
っ
て
、
地
球
に
近
く
て
照
ら
さ

れ
て
居
る
面
を
全
郡
見
る
こ
蜜
が
臨
來
る
の
で
、
其
の
遊
星
の
表
面
為
研
究
す

う
に
都
合
の
最
も
よ
い
時
で
あ
ろ
。

　
月
の
一
公
輻
守
＼
一
二
韓
ビ
の
時
間
ば
同
一
で
あ
ろ
か
ら
、
地
球
に
ば
同
一

・
の
牛
弼
た
向
け
て
居
ろ
。

但
し
多
少
の
ゆ
れ
が
あ
る
の
で
、
地
球
か
ら
ば
畢
寛
月
の
表
面
の
百
分
の
五
十

九
し
か
見
輩
こ
ビ
が
路
來
マ
、
残
り
の
百
分
の
四
十
一
に
永
久
に
見
え
な
い
の

で
あ
ろ
。
蛇
が
居
ろ
か
、
鬼
が
出
ろ
か
、
ヒ
又
口
美
人
が
現
は
れ
邑
る
か
見
え
な
い

言
い
ふ
オ
ろ
ば
見
六
い
も
の
で
あ
ろ
の
に
人
情
の
然
ら
ざ
る
ε
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
多
少
な
．
リ
ミ
も
導
者
諸
滑
の
御
塗
考
り
顯
が

あ
る
な
ら
ば
筆
者
の
幸
遮
こ
す
ろ
ご
こ
ろ
で
あ
る
。

（
一
六
）

　
海
外
日
誌
（
＋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
来
　
山
本
　
…
　
清

置
月
十
二
日
ハ
土
）

　
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
電
報
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
が
自
鳥
座
に
五
等
級
の
新
星
を

獲
罰
し
六
亡
報
じ
て
來
た
。
そ
れ
で
、
夜
闇
ル
待
ち
ぐ
自
分
に
＼
先
づ
双
眼

鏡
で
白
鳥
座
を
見
れ
が
逃
何
も
珍
ら
し
い
も
の
ほ
見
え
な
．
い
。
そ
こ
で
屋
上
の

五
吋
彗
星
捜
索
器
や
十
二
吋
赤
道
儀
で
、
ヤ
ン
グ
女
史
ε
共
に
く
わ
し
く
東
天

葎
検
査
し
カ
け
れ
こ
も
駄
目
Q
終
り
に
、
念
の
酒
め
プ
〃
ー
ス
で
其
の
附
近
の

撮
影
を
試
み
六
。
i
し
か
し
何
れ
も
結
果
無
効
親

　
庇
頃
の
天
文
電
報
の
不
信
用
さ
”
”

置
月
十
留
幽
日
（
日
）

　
午
前
中
在
宅
。
午
後
、
湖
岸
為
散
歩
。

　
北
冠
R
星
が
十
三
等
級
で
固
定
し
て
み
る
Q
叉
、
白
烏
座
S
S
星
が
上
昇
し

始
め
れ
ら
し
い
。

置
月
十
四
日
（
月
）

　
午
前
申
、
研
究
室
で
讃
書
。
ー
ー
よ
ほ
こ
暖
か
に
な
っ
て
來
力
。

　
午
後
凶
蒔
よ
り
、
又
々
二
人
で
レ
ー
キ
ゼ
ネ
バ
行
き
〇

五
月
†
五
日
（
火
）

　
マ
デ
ソ
ン
市
ウ
イ
ス
甥
ン
シ
ン
大
學
天
丈
壷
長
ス
テ
ビ
ン
メ
氏
よ
り
張
書

「
光
度
計
の
修
理
が
終
つ
索
か
ら
観
ろ
べ
く
早
く
御
出
で
な
さ
い
」
ビ
の
こ
亡
。

そ
れ
で
早
速
、
明
日
出
掛
か
け
る
ミ
決
め
、
夕
方
、
村
の
M
ビ
ー
タ
ソ
ン
氏
へ

現
金
な
貰
ひ
に
行
く
〇

五
月
十
六
日
（
水
）

　
マ
デ
ソ
ン
、
ミ
〃
チ
キ
ー
爾
瓢
巾
へ
紀
行
O

　
朝
八
時
四
十
五
分
、
フ
ォ
ン
タ
ナ
村
ま
で
雇
自
働
車
、
そ
れ
か
ら
電
車
、
y
ル

騨
チ
ス
か
ら
ミ
ル
チ
レ
キ
ー
鐵
「
幅
遣
に
乗
り
㍗
、
．
へ
、
十
「
時
小
†
、
マ
デ
ソ
ン
着
オ


